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は
、「
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
売

買
契
約
に
関
す
る
決
議
」
が
提
出

さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

決
議
の
概
要
は
、
権
利
変
換
計

画
の
見
直
し
な
ど
に
よ
り
、
施
設

や
敷
地
に
関
す
る
問
題
点
等
を
解

消
し
、
登
記
が
分
棟
に
な
っ
た
場

合
、
一
切
の
債
権
債
務
は
生
じ
な

い
旨
を
売
買
契
約
に
明
記
す
る
こ

と
等
を
都
市
再
生
機
構
に
対
し
て

求
め
る
よ
う
市
長
に
要
請
す
る
も

の
で
す
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

渡
辺
大
三
（
み
ど
り
・
市
民
）

　

大
変
狭
く
て
使
い
に
く
い
の
に
、

価
格
が
異
常
に
高
く
、
毎
年
赤
字

が
２
億
３
千
万
円
も
出
る
。
優
先

課
題
で
あ
る
「
新
ご
み
処
理
施
設

建
設
」、「
リ
ー
ス
庁
舎
解
消
」
に

悪
影
響
を
与
え
る
。
ま
た
、
登
記

が
分
棟
に
な
っ
た
場
合
、
管
理
規

約
が
無
効
に
な
り
、
荷
さ
ば
き
駐

車
場
の
専
用
使
用
権
が
消
滅
す
る
。

よ
っ
て
取
得
に
反
対
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

　

第
１
に
、
総
額
で　

億
円
も
の

７７

買
物
を
、
市
民
生
活
が
大
変
な
と

き
に
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ

と
。
第
２
に
、
都
市
再
生
機
構
が

約
束
を
破
っ
て
事
業
を
進
め
て
き

た
こ
と
。
第
３
に
、
建
物
を
一
棟

で
登
記
で
き
る
か
ど
う
か
が
不
明

な
ど
、
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
は
数

々
の
問
題
点
を
抱
え
て
い
る
か
ら
。

よ
っ
て
、
賛
成
で
き
な
い
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

斎
藤
康
夫
（
市
民
会
議
）

　

交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
れ
ま
で

の
経
緯
か
ら
、
小
金
井
市
が
取
得

せ
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
現
在
の
状
況
で
は
ホ
ー

ル
の
機
能
の
一
部
で
あ
る
荷
さ
ば

き
ス
ペ
ー
ス
を
専
用
で
き
な
い
等

の
欠
陥
が
存
す
る
。
権
利
変
換
の

変
更
を
し
て
専
用
ス
ペ
ー
ス
と
す

る
ま
で
、
こ
の
議
案
に
は
賛
成
で

き
な
い
。

■
市
長
報
告

　

取
得
議
案
は
無
効
に

　

荷
さ
ば
き
駐
車
場
な
ど
の
使
用

方
法
を
定
め
た
管
理
規
約
に
つ
い

て
は
、
地
権
者
間
で
の
合
意
に
達

し
て
い
な
い
た
め
、
都
市
再
生
機

構
は
都
市
再
開
発
法
の
規
定
に
基

づ
き
、
管
理
規
約
案
を　

月
１
日

１２

か
ら
縦
覧
し
、
国
の
認
可
を
求
め

る
手
続
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、　

月　

日
に
、
都
市

１２

１７

再
生
機
構
は
市
に
対
し
、
当
初
予

定
し
て
い
た
再
開
発
の
計
画
ど
お

り
に
、
建
物
の
登
記
が
行
わ
れ
る

明
確
な
見
通
し
が
立
た
な
い
と
し

て
、　

月　

日
を
予
定
し
て
い
た

１２

２８

建
物
の
引
渡
し
を
延
期
し
た
い
旨

の
申
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
申
入
れ
を
受
け
、
市
の
考

え
方
及
び
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
、

　

月　

日
の
本
会
議
で
、
市
長
報

１２

２２

告
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
は
、
こ
の
間
の
経
緯

等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
遅
延

等
に
つ
い
て
は
、
甚
だ
遺
憾
で
あ

る
旨
都
市
再
生
機
構
に
抗
議
し
た

こ
と
、
建
物
引
渡
し
前
の
事
前
使

用
や
使
用
貸
借
に
つ
い
て
、
都
市

再
生
機
構
か
ら
提
案
が
あ
っ
た
こ

と
、
引
渡
期
限
ま
で
に
建
物
の
引

渡
し
が
で
き
ず
取
得
議
案
が
無
効

と
な
る
た
め
に
、
新
た
に
議
決
を

求
め
る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
、

質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、　

月　

日
の
本
会
議
で

１２

２２

は
、
第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
提

出
さ
れ
た
、
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
た
め
の
補
正
予
算
と
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
横
の
地
下
に
自
転

車
駐
車
場
を
設
置
す
る
た
め
の
条

例
を
撤
回
し
た
い
と
の
申
出
が
市

長
か
ら
あ
り
、
承
認
し
ま
し
た
。

■
都
市
再
生
機
構
に
抗
議
す
る

　

決
議
を
全
会
一
致
で
可
決

　

さ
ら
に
、
市
長
報
告
の
後
、「
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
等
購
入
に
関
し

都
市
再
生
機
構
の
約
束
不
履
行
に

厳
重
に
抗
議
す
る
決
議
」
が
提
出

さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
全
会
一
致

で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

決
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で

す
。「
都
市
再
生
機
構
は
、
市
に

対
し
、
権
利
床
等
の
引
渡
し
の
延

期
を
通
知
し
た
こ
と
に
よ
り
、
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
取
得
議
案
が

無
効
と
な
る
異
常
事
態
を
招
く
に

至
っ
た
。
都
市
再
生
機
構
は
市
に

対
し
、
一
棟
で
登
記
で
き
る
と
説

明
し
て
き
た
。
市
は
そ
れ
を
前
提

と
し
て
取
得
議
案
を
議
会
に
提
案

し
た
。
そ
の
よ
う
な
経
過
に
鑑
み

て
、
都
市
再
生
機
構
の
約
束
不
履

行
は
到
底
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
強
い
怒
り
を
も
っ
て
、
厳
重

に
抗
議
し
、
以
下
の
点
を
求
め
る
。

①
引
渡
し
延
期
の
経
過
、
原
因
及

び
責
任
の
所
在
を
文
書
で
明
確
に

す
る
こ
と
。
②
議
会
が
行
う
原
因

究
明
に
全
面
的
に
協
力
す
る
こ
と
。

③
今
後
、
不
測
の
事
態
が
発
生
し

た
場
合
は
、
都
市
再
生
機
構
の
責

任
で
処
理
す
る
こ
と
。」

　

な
お
、　

月　

日
に
議
長
、
副

１２

２８

議
長
、
会
派
幹
事
長
が
都
市
再
生

機
構
の
事
務
所
を
訪
問
し
、
こ
の

決
議
を
提
出
し
ま
し
た
。

 　

平
成　

年　

月
１
日
の
本
会
議

２２

１２

に
お
い
て
、
厚
生
文
教
委
員
会
に

付
託
し
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

改
正
の
主
な
内
容
は
、
国
の
法

律
の
改
正
に
よ
り
、
公
立
高
等
学

校
の
授
業
料
が
無
償
化
に
な
る
と

と
も
に
、
国
立
、
私
立
高
校
等
の

生
徒
の
授
業
料
に
充
て
る
高
等
学

校
等
就
学
支
援
金
が
創
設
さ
れ
た

奨
学
資
金
支
給
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

こ
と
か
ら
、
平
成　

年
度
以
降
の

２３

奨
学
資
金
の
支
給
額
を
高
校
生
及

び
高
等
専
門
学
生
第
１
学
年
か
ら

第
３
学
年
ま
で
の
月
額
１
万　

円
２００

を
５
千　

円
に
変
更
し
、
大
学
生

３００

及
び
高
等
専
門
学
校
生
第
４
学
年

及
び
第
５
学
年
ま
で
に
つ
い
て
は
、

月
額
１
万
２
千　

円
の
ま
ま
変
更

２００

し
な
い
と
い
う
も
の
で
す
。

　
　

月　

日
の
本
会
議
で
は
、
採

１２

２２

決
の
結
果
、
可
否
同
数
に
よ
る
議

長
裁
決
と
な
り
、
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

片
山　

薫
（
み
ど
り
・
市
民
）

　

高
校
授
業
料
無
償
化
に
伴
う
奨

学
金
減
額
だ
が
、
教
材
費
、
通
学

費
な
ど
は
本
人
負
担
で
あ
り
、
私

立
高
校
の
授
業
料
は
一
部
し
か
無

償
と
な
ら
な
い
。
高
校
無
償
化
に

よ
り
、
自
治
体
の
支
援
が
削
ら
れ
、

か
え
っ
て
教
育
費
不
足
に
陥
る
ひ

と
り
親
家
庭
も
あ
る
。
低
所
得
家

庭
支
援
の
た
め
、
選
定
基
準
を
変

更
し
条
例
の
充
実
こ
そ
が
必
要
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

渡
辺
ふ
き
子
（
公
明
党
）

　

小
金
井
市
は
今
日
ま
で
、
月
額

１
万　

円
の
給
付
型
の
奨
学
金
の

２００

支
援
を
行
っ
て
き
た
。
東
京
都
を

含
め
、
他
自
治
体
で
も
公
立
高
校

へ
の
奨
学
資
金
の
打
切
り
が
相
次

い
で
い
る
中
で
、
教
材
費
等
の
援

助
を
残
し
た
い
と
の
奨
学
金
運
営

委
員
会
か
ら
の
答
申
を
受
け
、
一

定
の
支
援
が
残
さ
れ
た
事
は
評
価

で
き
る
。

 　

平
成　

年　

月
１
日
の
本
会
議

２２

１２

に
お
い
て
、
総
務
企
画
委
員
会
に

付
託
し
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の

住
民
票
及
び
印
鑑
登
録
証
明
書
の

交
付
を
開
始
す
る
こ
と
に
伴
い
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
利
用

に
関
す
る
条
例

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
利
用
に

関
し
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も

の
で
す
。

　
　

月　

日
の
本
会
議
で
は
、
採

１２

２２

決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

中
山
克
己
（
自
由
民
主
）

　

住
基
カ
ー
ド
と
交
付
端
末
機
の

厳
重
管
理
で
不
正
や
個
人
情
報
流

出
を
完
全
防
止
。
多
様
化
す
る
社

会
の
中
で
全
国
コ
ン
ビ
ニ
で
の
住

民
票
や
印
鑑
証
明
書
の
交
付
は
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
や
運
用
の
厳
格

化
と
と
も
に
将
来
更
な
る
市
民
サ

ー
ビ
ス
発
展
に
つ
な
が
る
第
一
歩

と
な
ろ
う
。
市
民
の
利
便
性
向
上

と
運
用
管
理
の
安
全
性
か
ら
賛
成
。

 　

議
員
に
支
給
す
る
期
末
手
当
は
、

報
酬
月
額
と
役
職
加
算
の
合
計
額

に
、
条
例
で
定
め
た
支
給
率
を
乗

じ
た
額
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
３
月
に
議
員
へ
支
給

２３

す
る
期
末
手
当
の
支
給
率
を
下
げ
、

期
末
手
当
の
減
額
を
行
う
も
の
で

す
。

　
　

月　

日
の
本
会
議
で
は
、
採

１１

３０

決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

露
口
哲
治
（
自
民
党
小
金
井
）

　

職
員
や
市
長
な
ど
特
別
職
の　
１２

月
基
本
手
当
は
０
・
２
月
減
額
し

た
が
市
議
会
議
員
は
減
額
せ
ず
、

代
わ
り
に
翌
年
３
月
支
給
時
に

０
・
１
月
だ
け
減
額
す
る
提
案
だ
。

結
果
と
し
て
特
別
職
な
ど
と
比
べ

年
間
支
給
月
数
は
０
・
１
月
多
い
。

さ
ら
に　

人
の
議
員
全
員
が
職
務

２４

加
算
と
称
し
、　

％
増
額
し
た
報

２０

酬
を
算
定
の
基
礎
と
し
て
い
る
。

小
金
井
市
議
会
の
議
員
の
議
員

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す

る
条
例
の
特
例
に
関
す
る
条
例

（
議
員
提
案
）

審
議
し
た
主
な
議
案

■
第
３
回
定
例
会
で
は

　

議
案
は
継
続
審
査
に

　

第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
市
長

か
ら
提
出
さ
れ
、
総
務
企
画
委
員

会
に
付
託
し
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

再
開
発
第
１
地
区
１
―
Ⅲ
街
区

の
敷
地
内
に
は
、
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
の
建
物
と
、
民
間
地
権
者
の

商
業
ビ
ル
の
建
物
が
隣
接
し
て
い

ま
す
。
都
市
再
生
機
構
は
、
こ
れ

ら
の
建
物
を
一
棟
で
登
記
し
、
敷

地
の
権
利
を
持
つ
市
や
他
の
地
権

者
の
間
で
、
管
理
規
約
を
定
め
る

計
画
を
立
て
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
一
棟
で
登
記
し
た
場
合
に
定

め
る
管
理
規
約
に
つ
い
て
は
、
地

権
者
間
で
の
合
意
に
達
し
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
委
員
会
で
の
審
議

が
長
期
に
わ
た
り
続
け
ら
れ
ま
し

た
。
特
に
、
委
員
会
で
は
、
一
棟

で
登
記
す
る
こ
と
の
是
非
や
、
管

理
規
約
で
定
め
る
敷
地
内
の
荷
さ

ば
き
駐
車
場
や
共
有
ス
ペ
ー
ス
の

使
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
件
の
議
案
は
、
第
３
回
定
例

会
に
お
い
て
継
続
審
査
と
な
り
、

閉
会
中
の
委
員
会
も
含
め
て
、
計

　

回
に
わ
た
っ
て
審
査
を
行
い
ま

１２し
た
。

　

こ
の
間
、
指
定
管
理
者
を
指
定

す
る
議
案
に
つ
い
て
は
、
継
続
審

査
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
指
定

期
間
の
開
始
日
を
変
更
す
る
必
要

が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、　

月
２
日

１１

及
び　

月　

日
に
臨
時
会
が
２
回

１１

１９

開
催
さ
れ
、
議
案
の
訂
正
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

■
第
４
回
定
例
会
２
日
目
に

　

議
案
を
採
決

　

２
件
の
議
案
は
、　

月　

日
及

１１

２９

び　

日
の
委
員
会
で
採
決
し
、
可

３０
決
し
た
後
、　

月　

日
の
本
会
議

１１

３０

で
、
採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に

よ
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、　

月　

日
の
本
会
議
で

１１

３０

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
等
の
取
得
に
つ
い
て

市

民

交

流

セ

ン

タ

ー

の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

１―Ⅲ街区にある市民交流センターの建物


